
文書番号：ＧＦ-002　要求事項7.4.2
外部コミュニケーション記録表
1. 外部コミュニケーションの受付
	受付日
	

	受付者
	

	お客様名
	

	食品安全に対する内容
	


2. 対応
	対応日
	

	対応者
	

	対応結果
	

	対応結果に基づく、お客様からのフィードバック
	

	完了日
	


	食品安全チーム
リーダー
	品質保証部
	確認者
	対応者

	　　　　　　　　　
	　　　　　　　　
	　　　　　　　　
	　　　　　　　　　




　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
7.4　コミュニケーション
7.4.1　一般
当社は、次の事項の決定を含む、 FSMSに関連する内部及び外部のコミュニケーションを定める。
1）コミュニケーションの内容
2）コミュニケーションの実施時期
3）コミュニケーションの対象者
4）コミュニケーションの方法
5）コミュニケーションを行う人
各部の部長は、当社社員及びＦＳＭＳに関わる当社社員以外の者が、コミュニケーションの重要性を理解し、円滑に報告・連絡・相談が行われるよう職場のコミュニケーション力を向上する。

7.4.2　外部コミュニケーション
当社は、十分な情報が外部に伝達され、かつ、フードチェーンの利害関係者が利用できるよう管理をする。

外部とのコミュニケーションを行う場合、次の窓口を定めてコミュニケーションを行う。担当となった部長は、情報公開に関しての情報収集や準備などの責任と権限を有する。

	外部の利害関係者
	当社窓口

	製品やサービスの購入先や契約先
	購買部長

	フードチェーン内での又は消費者による製品の取扱い,陳列,保管,調理,流通及び使用を可能にする,食品安全に関する製品情報
	顧客窓口

営業部長
	消費者窓口

品質保証部長

	フードチェーン内の他の組織による,及び/又は消費者による管理が必要な,特定された食品ハザード
	顧客窓口
営業部長
	消費者窓口
品質保証部長

	修正を含む,契約した取り決め,引き合い及び発注
	顧客窓口
営業部長
	消費者窓口
品質保証部長

	苦情を含む,顧客及び/又は消費者のフィードバック
	顧客窓口

営業部長
	消費者窓口

品質保証部長

	法令・規制当局
	品質保証部長

	FSMSの有効性又は更新に影響する,又はそれによって影響されるその他の組織
	食品安全チームリーダー又は食品安全チームリーダーが任命をした部長職


外部とのコミュニケーションのやり取りは、報告書や、やり取りに用いられたメール等で3年間保管管理する。また、　　　食品安全に関わる外部とのコミュニケーションのやり取りは、食品安全チームリーダーに報告する。

食品安全チームリーダーは、これらやり取りをマネジメントレビューのインプットとして利用する。
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